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どの枝につけようかな？どの枝につけようかな？
　１月９日、 有住保育園でみずき団子づくりが行われました。 この行事は、　１月９日、 有住保育園でみずき団子づくりが行われました。 この行事は、
五穀豊穣や家内安全などの願いを込めて色付けされた団子をみずきの枝五穀豊穣や家内安全などの願いを込めて色付けされた団子をみずきの枝
に飾り付ける小正月の伝統行事です。 年長児８人はおばあちゃんと一緒にに飾り付ける小正月の伝統行事です。 年長児８人はおばあちゃんと一緒に
団子作りと飾りつけを行い、 伝統の習わしを学んでいました。団子作りと飾りつけを行い、 伝統の習わしを学んでいました。



（3） 令和７年１月２５日　広報すみた（3） 令和７年１月２５日　広報すみた 広報すみた　令和７年１月２５日 （2）広報すみた　令和７年１月２５日 （2）

住田町長
　神田　謙一

振
り
返
り
ま
す
と
、
４
月
に
「
新
・

滝
観
洞
観
光
セ
ン
タ
ー
」
を
オ
ー
プ

ン
い
た
し
ま
し
た
。
入
洞
者
数
は
東

日
本
大
震
災
以
降
最
多
を
記
録
す
る

な
ど
、
町
に
賑
わ
い
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
町
、
地
域
住
民
、

指
定
管
理
者
が
一
体
と
な
り
な
が

ら
、
町
を
代
表
す
る
観
光
地
で
あ
る

滝
観
洞
と
そ
の
周
辺
の
さ
ら
な
る
魅

力
化
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
資
源
の
少
な
い
本
町

の
現
状
を
改
善
す
る
た
め
に
、
県
立

大
船
渡
病
院
に
よ
る
緊
急
度
、
重
症

度
の
高
い
患
者
を
病
院
外
で
診
療
す

る
た
め
、
必
要
な
医
療
機
器
や
医
薬

品
な
ど
を
積
み
、
医
師
が
搭
乗
す
る

「
ド
ク
タ
ー
カ
ー
」
の
試
験
運
行
が

４
月
に
当
町
と
大
船
渡
市
の
間
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
、
今
後
の
高
齢
化

社
会
を
見
据
え
た
保
健
・
医
療
・
福

祉
・
介
護
事
業
な
ど
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
中
学
校
の
統
合
に
よ

り
新
た
に
住
田
中
学
校
が
開
校
い
た

し
ま
し
た
。
５
月
に
行
わ
れ
た
統
合

後
初
の
運
動
会
で
は
、
世
田
米
と
有

住
の
ソ
ー
ラ
ン
を
融
合
さ
せ
た
「
住

中
ソ
ー
ラ
ン
」
を
披
露
し
、
生
徒
た

ち
が
出
身
地
の
垣
根
を
越
え
て
一
体

と
な
っ
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
な

ど
、
生
徒
た
ち
の
今
後
ま
す
ま
す
の

活
躍
が
期
待
で
き
る
素
晴
ら
し
い
ス

タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
町
制
施
行
70
周
年
と
い

う
、
住
田
町
に
と
っ
て
節
目
の
年
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
祝
う
と
と

も
に
、
町
の
歴
史
や
文
化
、
町
民
の

皆
さ
ま
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
幾

多
の
功
績
を
改
め
て
胸
に
、
次
な
る

町
制
施
行
80
年
に
向
け
て
、
町
政
運

営
に
ま
い
進
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
新
た
な
総
合
計
画

に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

す
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。
現
計
画
で

取
り
組
ん
で
き
た
各
種
施
策
の
効
果

検
証
を
行
い
な
が
ら
次
期
計
画
の
策

定
に
つ
な
げ
、
将
来
の
あ
り
た
い
姿

の
実
現
に
向
け
て
、
町
民
の
皆
さ
ま

が
安
全
に
、
そ
し
て
安
心
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
な
る
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
本
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

徒
に
よ
る
独
創
的
な
研
究
発
表
が
行

わ
れ
、
未
来
の
住
田
に
勇
気
を
与
え

る
も
の
で
し
た
。

　

私
が
議
長
に
就
任
し
１
年
余
り
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
そ
の
職
責
の
重

さ
を
日
々
痛
切
に
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

議
会
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
負
託

に
応
え
、
議
決
と
い
う
最
終
決
定
の

責
務
を
担
っ
て
お
り
、
そ
の
責
任
は

重
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。「
議
決
機

関
」
と
し
て
の
重
要
性
を
認
識
し
、

審
議
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
員
間
で

の
討
議
を
重
ね
改
善
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
議

員
各
位
の
ご
協
力
を
賜
り
、
住
田
町

発
展
の
た
め
全
力
で
傾
注
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

町
議
会
に
お
い
て
は
、
議
会
の
Ｄ

Ｘ
化
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
の
デ
ー
タ
活
用

な
ど
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
移
行
で
き

る
よ
う
調
査
・
研
究
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は
11
月
に
「
住

民
と
議
員
と
の
懇
談
会
」
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら

の
貴
重
な
ご
意
見
を
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
し
、
今
後
も
議
会

活
動
の
「
見
え
る
化
」
を
進
め
、
議

員
の
な
り
手
の
確
保
な
ど
、
議
会
の

あ
り
方
や
活
性
化
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
引
き

続
き
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
町
制
施
行
70
周

年
と
次
期
総
合
計
画
の
初
年
度
を
迎

え
る
住
田
町
に
と
っ
て
新
し
い
年

が
、
夢
と
希
望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し

い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

住田町議会議長
　佐々木　春一

令和７年新年のごあいさつ
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
謹
ん
で
新
春
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
町
政
に
対
し
ま
し
て
、

多
大
な
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
心

か
ら
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
１
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

国
内
で
は
、
元
日
に
最
大
震
度
７
を

記
録
し
た
「
能
登
半
島
地
震
」
発
生

に
は
じ
ま
り
、
８
月
に
は
宮
崎
県
日

向
灘
で
の
地
震
が
起
因
と
な
り
、
南

海
ト
ラ
フ
沿
い
で
異
常
な
現
象
が
観

測
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
「
南
海
ト
ラ

フ
地
震
臨
時
情
報
」
の
発
令
、
当
町

で
も
９
月
に
発
生
し
た
大
雨
に
よ
る

倒
木
の
影
響
で
道
路
が
寸
断
さ
れ
る

被
害
を
受
け
る
な
ど
、
町
内
外
で
多

く
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
年
と
な

り
、
あ
ら
た
め
て
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
８
月
に
開
催
さ
れ
た
パ
リ

２
０
２
４
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
選
手
団
の
連
日

の
大
活
躍
、
ま
た
、
本
県
出
身
の
プ

ロ
野
球
選
手
で
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ド
ジ
ャ
ー
ス
に
所

属
す
る
大
谷
翔
平
選
手
の
ワ
ー
ル
ド

シ
リ
ー
ズ
優
勝
や
指
名
打
者
専
任
の

選
手
と
し
て
は
史
上
初
と
な
る
Ｍ
Ｖ

Ｐ
の
受
賞
な
ど
、
世
界
を
舞
台
に
戦

う
方
々
の
頑
張
り
が
私
た
ち
に
勇
気

と
元
気
を
与
え
て
く
れ
る
１
年
で
も

あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
町
の
昨
年
の
取
り
組
み
を

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝

か
し
い
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
健
や

か
に
む
か
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
住
田
町
議
会
を

代
表
い
た
し
ま
し
て
、
謹
ん
で
新
年

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
町
議
会
へ
の
深

い
ご
理
解
と
議
会
活
動
に
対
す
る
温

か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

能
登
地
方
の
震
災
と
豪
雨
被
害
、
全

国
各
地
で
の
異
常
気
象
に
よ
る
気
象

災
害
が
発
災
い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、

長
引
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
の
影

響
に
よ
る
原
油
や
物
価
の
高
騰
、
さ

ら
に
は
記
録
的
猛
暑
や
円
安
な
ど
の

影
響
に
よ
り
、
米
や
食
料
品
の
価
格

が
高
止
ま
り
と
な
る
な
ど
、
町
民
生

活
や
商
工
業
経
営
に
も
大
き
な
影
響

が
あ
っ
た
１
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
町
内
で
は
住
田
中
学
校
の

開
校
、
滝
観
洞
観
光
セ
ン
タ
ー
受
付

棟
が
新
装
オ
ー
プ
ン
し
多
く
の
観
光

客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。「
イ
コ
ウ
エ

ル
す
み
た
」
は
全
国
の
企
業
や
学
生

に
よ
る
滞
在
研
修
に
活
用
さ
れ
、
交

流
・
関
係
人
口
が
広
が
り
、
秋
の
産

業
ま
つ
り
で
は
町
内
外
の
方
々
が
訪

れ
大
き
な
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

教
育
面
で
は
、
小
・
中
・
高
連
携
に

よ
る
地
域
創
造
学
の
取
り
組
み
に
よ

り
地
域
理
解
が
深
ま
り
、
児
童
・
生



（5） 令和７年１月２５日　広報すみた（5） 令和７年１月２５日　広報すみた 広報すみた　令和７年１月２５日 （4）広報すみた　令和７年１月２５日 （4）

　町では、町民の皆さまの外出の現状や困りごとなどを把握し、目指すべき公共交通ネッ
トワークのあり方を検討するために、このたびアンケート調査を実施しました。
　本号では、その調査結果の概要についてお知らせします。

《アンケート調査の概要》
・ 対象 /町内にお住まいの 15 歳～ 79 歳の方 1,000 人 ( 無作為抽出 )
・ 回答数 /458 件 ( 回収率 45.8％ )
・ 調査期間 /令和６年 10 月 18 日～ 11 月１日

公共交通の利用率

《アンケート結果》
・ 公共交通の利用率は低く、町内４つの交通手段の利用率を平均すると約 90％以上の町民が
　「ほとんど利用しない」と回答している。
・ 交通手段別で見ると、利用率は「路線バス」、「コミュニティバス」の順で高い。
・ 年齢別では「10 代」が公共交通を日常的に利用 (※ )している割合が高い。
　※「日常的に利用」とは、月数回以上利用している方の合計。

《アンケート結果》
・ 総計では「あまり不便
　と感じない」の割合が 
　31.1％と最も高く、次
　いで「少し不便と感じ
　る」が 22.6％、「と
　ても不便と感じる」が 
　20.2％となっている。
・ 年齢別では、「10 代」
　で「とても不便と感じ
　る」の割合が 38.5％
　と最も高くなってい
　る。

外出しやすくなるために町が取り組むべきことは？

《アンケート結果》
・ 優先して取り組むべき項目の第１位では、　
　「コミュニティバスを維持する」の割合が 
　37.1％と最も高く、次いで「町外に公共交
　通で行きやすくする」が 17.5％、「自宅の
　そばから利用できる乗合タクシーを運行す
　る」が 11.7％となっている。
・ 優先して取り組むべき項目の第１位～第３
　位の合計割合では、「コミュニティバスを
　維持する」の割合が 55.7％と最も高く、
　次いで「町外に公共交通で行きやすくする」
　が 55.1％、「返納者に対して公共交通利用
　券を配布する」が 40.0％となっている。

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

総計

■とても不便と感じる　　　　　■少し不便と感じる　　　　　　■あまり不便と感じない
■全く不便と感じない　　　　　■どちらとも言えない　　　　　■無回答・無効回答

38.5% 7.7% 30.8% 15.4% 7.7%

30.4% 13.0% 30.4% 17.4% 4.3%4.3%

24.5% 42.9% 14.3% 14.3%

14.6% 39.0% 31.7% 7.3% 7.3%

19.4% 22.6% 32.3% 21.0% 4.8%

15.2% 15.9% 34.1% 24.2% 5.3% 5.3%

20.3% 20.3% 32.6% 18.1% 6.5%2.2%

20.2% 22.6% 31.1% 18.0% 5.7%2.3%

2.0%
2.0%

0％ 20％ 40％ 60％

コミュニティバスを維持する

町外に公共交通で行きやすくする

乗合タクシーを運行する

免許返納者に公共交通利用券を配布

バス利用を促進する企画券をつくる

ボランティア送迎を促進する

自動運転バス等を導入する

分かりやすい時刻表等配布

タクシーの待ち時間を減らす

キャッシュレスを進める

バス停の環境整備（ベンチ等）

その他

■第１位
■第２位
■第３位

37.1% 10.0% 8.6%

17.5% 25.4% 12.2%

11.7% 17.7% 6.2%

6.5% 14.2% 19.3%

5.8% 11.3% 8.3%

3.6% 6.6% 10.5%

2.9% 4.8% 14.4%

1.5% 5.8% 9.1%

0.8%
3.6%3.9%
0.8%
2.1%2.4%
0.4%
3.9%3.7%
0.6%
0.6%
1.3%

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

総計*

23.1%

4.3%

2.0%2.0%

2.4% 2.4% 2.4%

1.6% 1.6% 1.6%

0.8% 2.3% 2.3%

3.6% 5.1%

1.5%

3.5%0.4% 3.6% 0.5%

15.4%

■JR釡石線　　　■路線バス　　　■コミュニティバス　　　■タクシー

交通手段 ほぼ毎日 週に数回 月に数回 年に数回 ほとんど
利用しない

無回答
など 総計

ＪＲ釜石線 0.0％ 0.0％ 0.4％ 3.8％ 93.1％ 2.8％ 100.0％

路線バス 0.2％ 0.4％ 2.9％ 6.5％ 88.2％ 1.7％ 100.0％

コミュニ
ティバス 0.4％ 1.1％ 2.1％ 4.8％ 90.3％ 1.3％ 100.0％

タクシー 0.0％ 0.2％ 0.3％ 2.3％ 96.0％ 1.3％ 100.0％

平均 0.2％ 0.4％ 5.7％ 4.3％ 91.9％

○コミュニティバスは維持してもらいたい。便数が増えるとありがたい。現在子供が通学で利用している　
　が土日もあると部活で利用できるし買い物も便利になると思います。(40 代 )
○自宅はバス停も近くバス利用に困ることはないが、バス停が遠いお年寄りのことを考えると乗合タクシ
　ーでも良いのではと思う。(50 代 )
○町外に行きやすくなるといいと思う。1日で数か所を回らなければならないので、乗り放題があるとい
　いなと思う。時刻表や路線図があれば時間やまわり方を確認できるから。(40 代 )
○冬道は町外へ出かけるのが大変。新幹線水沢江刺駅の往復、朝、夕１本でもあれば。住みやすく元気に
　過ごせ、健康のために外出するにはバスが一番必要。(70 歳以上 )
○公共交通や車がないと生活が不便な地域なので免許を返納した方への支援を手厚くすることで、事故な
　ども防ぎ、家族も安心できる手立てが必要だと思う。(30 代 )

町民の皆さんからの意見や提案を紹介します (一部抜粋 )

持続可能な公共交通を目指して持続可能な公共交通を目指して
③公共交通に関するアンケート調査結果を公表します③公共交通に関するアンケート調査結果を公表します

★問い合わせ　住民税務課　生活環境係　☎ 46-2113

公共交通の利用率　※少数第２位四捨五入

年代別に公共交通を日常的に利用している割合

外出などを不便と感じることは？

「日常的に利用」
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町・県民税と所得税の申告のお知らせ
★問い合わせ　住民税務課　税務係　☎ 46-2113

　町では、町・県民税と所得税の申告相談を行います。申告が必要か確認してみましょう。
　申告の要否と申告の種類（所得税の確定申告、町・県民税申告）を下の図で簡易的に判断できます。
　※確定申告する場合は、町・県民税申告は必要ありません。

■町・県民税の申告書を送付する方

　町・県民税の申告書は、次に該当する方に送付しています。
①本年度町・県民税の申告をした方
②令和６年中に勤務先で退職または休職した方
③その他申告が必要と思われる方
※町・県民税の申告書は、町ホームページからダウンロードできるほか、役場住民税務課にあります。

■収入がない場合も申告が必要です

　令和６年中に収入がない場合でも、次のいずれか
に該当する方は、町・県民税の申告が必要です。
○国民健康保険税・後期高齢者医療保険料、国民年
　金の軽減・免除の申請予定の方とその世帯の方
○所得証明書などが必要な方
 ( 例 )・医療費助成などを申請予定
 　 　・職場などに所得証明書を提出予定 (扶養に
　　　　なっている世帯の方 )
※遺族年金や障害年金、失業給付、児童扶養手当な
　どは非課税所得となりますが、これらの収入のみ
　の方で、上記の場合は申告が必要です。
　収入がない旨の申告をする場合は、町・県民税申
告書内の「15 収入がなかった人の記載欄」に必要
事項を記載し、必ず期限までに提出してください。
■提出方法

①申告受付相談会場での提出
②郵送での提出（収入がない旨の申告をする場合の
　み）※必ず本人の確認書類の写し（下記申告相談　
　に必要なものを参照）の添付もお願いします。
■提出期限　３月 17 日（月）

■ご協力をお願いします

①申告相談期間中は、役場窓口では申告を受付して
　いません。各申告会場へお越しください。
②事業所得（農業所得など）や不動産所得を申告す
　る人は、帳簿などから収支内訳書を必ず事前に作
　成してください。
③収支内訳書や医療費控除などの集計用紙は、項目
　ごとに計上されていれば任意の様式でも構いませ　
　ん。
④青色申告に関しては税務署への代理送付のみとな
　ります。各会場での申告相談はいたしかねますの
　で、必要な書類の確認や書き方などの相談は大船
　渡税務署へお問い合わせください。

必ず
必要なもの

【マイナンバーカード】
　マイナンバ―カ－ドをお持ちでない人は
次の２点を持参ください。
①通知カ－ド、マイナンバ―が記載された
　住民票の写しなど、マイナンバーが分か
　る書類
②運転免許証などの本人確認書類
【預金通帳など口座番号がわかるもの】
　所得税が還付になる場合は必要です。

昨年中の
収入を確認
できる書類

【給与・年金収入がある人】
　源泉徴収票
【事業所得などがある人】
　収支内訳書、集計用紙、帳簿、領収書な
ど
【公共事業などで土地を売却した人】
　買取証明書など

控除の内訳が
分かる書類

【社会保険料控除】
　国民年金保険料控除証明書、健康保険、
介護保険料などの領収書
【生命保険料控除・地震保険料控除】
　控除証明書など控除額が分かる書類
【配偶者控除・扶養控除】
　配偶者や被扶養者の収入とマイナンバ－
が確認できる書類
【障害者控除】
　障害者手帳など
【医療費控除】
　医療費の集計表、明細書または領収書
【税額控除に関する書類】
　寄付金の受領証明書など

申告相談に必要なもの

月日 対象区 会場 受付時間

２月17日（月） 31∼33 五葉地区公民館 ９時 30 分 ∼15 時

２月18日（火） 30 天嶽地区コミュ
ニティセンター

９時 30 分 ∼12 時
２月19日（水） 28・29 上有住集会センター

２月20日（木） 26・27 坂本自治公民館

２月21日（金） 25 上有住地区公民館

２月25日（火） 18∼20
下有住地区公民館 ９時 30 分 ∼15 時

２月26日（水） 21・22

２月27日（木） 23・24 両向自治公民館
９時 30 分 ∼12 時

２月28日（金） 11∼13 川口自治公民館

３月３日（月） ８・９ 中沢自治公民館 ９時 30 分 ∼15 時

３月４日（火） ６・７ 下在公民館
９時 30 分 ∼12 時

３月５日（水） 14∼17 大股地区公民館

３月６日（木） １・２

役場町民ホール
９時 30 分 ∼15 時
※ 17 日は９時
30 分 ∼12 時

３月７日（金） ３∼５

３月10日（月） 10・11

３月11日（火）∼
17日（月）

町内
全域

申告巡回日程

令
和
７
年
１
月
１
日
現
在
の
住
民
登
録
地
が
住
田
町

昨
年
中
の
収
入
は
？

収入なし
または

非課税収入のみ

誰の扶養にもなっていない

町・県民税申告
町外在住の親族の税制上の

扶養になっている

町内在住の親族の税制上の
扶養になっている

申告不要※申告が必要な場合も
あります (左頁参照 )

主に年金収入

年金収入が 400 万円を超えている

確定申告

年金以外の所得が 20 万円を超えている

年金以外の所得があるが 20 万円以下 町・県民税申告

年金収入のみで申告する控除がない 申告不要

住
民
登
録
の
あ
る
市
区
町
村
に
確
認

主に給与収入

給与収入が 2,000 万円を超えている

確定申告

２か所以上から給与がある

年末調整をしていない

給与以外の所得が 20 万円を超えている

医療控除などの控除を追加・変更する

給与以外の所得があるが 20 万円以下 町・県民税申告

年末調整済みの給与 (１か所 )のみ 申告不要

事業所得(自営業・農
業・不動産など)

所得金額より控除金額の方が少ない 確定申告

所得金額より控除金額の方が多い 町・県民税申告

はい

いいえ
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まちのホットな話題 ＳＵＭＩＴＡうおっちんぐ！

　

１
月
17
日
、
本
年
度
の
中
学
生
、
住
田

高
校
生
海
外
派
遣
事
業
に
よ
る
ア
メ
リ

カ
・
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
で
の
研
修
を
終
え
た

派
遣
生
徒
５
人
が
帰
国
し
ま
し
た
。

　

生
徒
は
、
１
月
９
日
か
ら
17
日
ま
で
の

９
日
間
、
現
地
生
徒
と
の
交
流
や
英
語
研

修
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

帰
っ
て
き
た
生
徒
た
ち
は
、
長
時
間
の

移
動
に
も
疲
れ
た
様
子
を
見
せ
ず
、
家
族

や
学
校
長
ら
の
出
迎
え
を
受
け
る
と
、
笑

顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

派
遣
生
徒
の
う
ち
古
澤
友
稀
菜
さ
ん

(

住
田
高
２
年)

は
「
異
国
の
文
化
を
た

く
さ
ん
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
、

よ
り
英
語
の
勉
強
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
」
と
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。▲現地での活動の様子

９
日
間
の
貴
重
な
体
験

海
外
派
遣
か
ら
帰
国

　

１
月
６
日
、
役
場
町
民
ホ
ー
ル
で
町
交

通
指
導
隊
（
佐
々
木
慶
逸
隊
長
）
と
町
防

犯
協
会
連
合
会
防
犯
隊（
佐
藤
裕
雄
隊
長
）

の
合
同
初
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

初
点
検
に
は
、
両
隊
員
を
は
じ
め
来
賓

ら
約
30
人
が
出
席
。
神
田
町
長
と
佐
々
木

春
一
町
議
会
議
長
ら
来
賓
が
隊
員
の
服
装

や
姿
勢
を
点
検
し
ま
し
た
。

　

神
田
町
長
は
「
全
国
的
に
高
齢
者
や
児

童
生
徒
な
ど
が
巻
き
込
ま
れ
る
事
故
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
岩
手

県
は
住
宅
の
無
施
錠
被
害
率
が
高
い
状
況

に
あ
る
。
本
町
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、

地
域
で
の
街
頭
活
動
や
声
が
け
な
ど
の
活

動
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
訓
示

を
述
べ
ま
し
た
。

安
全
安
心
な
地
域
を

交
通
・
防
犯
隊
初
点
検

▲初点検を受ける両隊員たち

　

１
月
５
日
、
町
消
防
出
初
式
が
世
田
米

商
店
街
、
町
農
林
会
館
大
ホ
ー
ル
で
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
町
消
防
団
員
、
婦
人
消
防
協

力
隊
、
大
船
渡
地
区
消
防
組
合
住
田
分
署

職
員
約
１
７
０
人
が
参
加
。
世
田
米
商
店

街
で
の
分
列
行
進
で
は
、
堂
々
と
し
た
姿

を
披
露
し
、
行
進
終
了
後
に
は
、
町
農
林

会
館
を
会
場
に
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
菊
池
実
行
町
消
防
団
長
が

「
限
ら
れ
た
団
員
数
の
中
で
は
あ
る
が
、

団
の
結
束
を
高
め
て
助
け
合
っ
て
い
き
た

い
。
こ
れ
か
ら
も
住
田
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
い
」
と
訓
示
を
述
べ
、最
後
に
は
、

全
員
で
火
の
用
心
三
唱
を
行
い
、
無
火
災

へ
の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

▲規律ある行進を披露

無
火
災
と
防
災
の
充
実
へ

町
消
防
出
初
式

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
本
年
度
の
栄
養
功

労
関
係
者
が
発
表
さ
れ
、
松
田
ミ
チ
子
さ

ん(

城
内)

が
食
生
活
改
善
事
業
功
労
者

と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

松
田
さ
ん
は
、
昭
和
57
年
に
町
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会
に
入
会
し
て
以
降
、
地

域
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
の
先
導
役
と
し

て
町
民
の
食
生
活
改
善
活
動
に
尽
力
。

　

昨
年
12
月
24
日
に
は
、
役
場
町
民
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
た
同
会
の
研
修
会
で
会
員
ら

に
表
彰
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
田
さ
ん
は
「
今
回
の
受
賞
は
自
分
一

人
で
は
で
き
な
か
っ
た
。
会
員
の
皆
さ
ん

の
お
か
げ
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

食
生
活
改
善
に
尽
力

松
田
さ
ん
が
大
臣
表
彰

▲賞状を手に取る松田さん

検診名 対象年齢・性別 自己負担金（検診費用）

若年健診、特定健診
【若年健診】35～39歳
【特定健診】40～74歳(国保加入者)

1,500円（10,920円）

高齢者健診 75歳以上 1,000円（7,722円）

胃がん検診 35～75歳 1,500円（6,600円）

大腸がん検診 40～80歳 500円（1,430円）

肺がん検診 40～75歳 500円（2,420円）

前立腺がん検診 50～75歳男性 700円(1,870円)

乳がん検診 30～80歳女性

●30～39歳　1,500円(4,620円)
●40～49歳　3,000円(11,220円)
●50～64歳　2,000円(6,600円)
●65～80歳　2,000円(5,500円)

子宮頸がん検診 20～80歳女性 1,500円(5,500円)

骨粗しょう症予防検診
３月31日までに40．45．50．55．

60．65．70歳になる女性
500円(1,980円)

一日人間ドック 35～75歳
●国保加入者　29,100円～
●国保加入者以外　32,100円～
　　　　　　　　 (42,900円～)

　町では、健康診査やがん検診を町内各会場で実施します。定期的に受診することで体に起きている
変化を早い段階で知ることができます。病気を早期に発見し、早期に治療を受けることが大切です。
　町が実施するがん検診は、通常の検査料金よりも安く受けることができます。対象年齢や自己負担
金額は下表のとおりです。

令和７年度も健診・検診を受けましょう

保　健　だ　よ　り保　健　だ　よ　り

令和７年度各種検診の申し込みをお願いします

　１月上旬に「令和７年度各種検診申込書」を対象年齢の方のいる全ての世帯に郵送しました。日程を確
認いただき、申し込みをお願いします。申し込みいただいた人には、検診が近づきましたら案内や受検票
をお届けします。
■各種検診申込書の提出を必ずお願いします
　検診申込書は、町が実施する検診を受けない場合でも必ず提出をお願いします。検診の予定が決まらな
い、職場で受けるかどうかわからないなど、未定の場合も今回の申込調査で申し込んでいただくようお願
いします。申し込み後の変更も可能です。
■申込方法
　１月 31 日までに返信用封筒に記入した申込書を入れ、ポストに投函してください。遅れた場合でも受
け付けますので、できるだけ早く提出をお願いします。

★問い合わせ　保健福祉課　健康推進係　☎ 46-3862
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★問い合わせ　
　教育委員会　生涯学習係　☎ 46-3863

「生涯学習講座」開催のお知らせ

令和６年度第７回森のマイスター講座

　エッセイスト・絵本作家の澤口たまみ氏を講師にお
迎えして、作品に登場する種山ヶ原など、町ゆかりの風
物と宮澤賢治の作品についての講演を、即興の伴奏つ
きで作品の朗読をしていただきます。皆さんの参加を
お待ちしています。

■日　時　２月15日（土）　13時30分～15時　
　　　　　（13時開場・受付）
■場　所　役場町民ホール
■出　演　講演・朗読　澤口　たまみ　氏
　　　　　伴奏　石澤　由松　氏
■参加料　無料
■定　員　約40名

講演・伴奏つき朗読会
　　　「宮澤賢治と種山ヶ原」

令和６年度町民講座

　本町にある数多くの文化財を紹介します。
　身の回りにある文化財でも実は知らなかったものも
あるかもしれません。この機会にぜひ住田の歴史・文化
に理解を深めてみませんか？
　お気軽にご参加ください。

■日　時　２月15日（土）　10時30分～11時45分　
■場　所　役場町民ホール
■内　容　住田の指定文化財、登録文化財、指定文化財
　　　　　・登録文化財以外の文化財、民俗芸能などの
　　　　　紹介
■参加料　無料
■定　員　約30名

「住田町の文化財」

入札日 件名 落札金額 落札者

　建設工事

令和６年
４月22日 町道桧山線簡易舗装工事 5,500,000 円 有限会社山崎工業

４月22日 金沢浄水場原水濁度計更新工事 4,300,000 円 昱機電株式会社
向洋電気事業所

４月22日 火の土加圧給水
ポンプユニット更新工事 11,000,000 円 昱機電株式会社

向洋電気事業所

５月14日 学校給食センター
電気温水器ユニット熱源機更新工事 7,700,000 円 株式会社村上冷凍空調設備

５月29日 住田中学校他２エアコン設置工事 2,583,000 円 有限会社上野工業

６月６日 町営住宅長寿命化改修工事 7,300,000 円 株式会社齊藤工業

６月19日 滝観洞仮受付棟解体等工事 1,800,000 円 株式会社齊藤工業

６月19日 町道小台線改良工事 (２工区 ) 36,000,000 円 有限会社吉田工務店

７月10日 住田中学校トイレ新設工事 1,800,000 円 有限会社菊池組

７月10日 世田米駅第１町有住宅解体工事 28,500,000 円 有限会社山崎工業

７月10日 町営住宅中上団地解体工事 12,000,000 円 株式会社齊藤工業

７月10日 町道小府金野々前線道路改良工事 22,800,000 円 株式会社住田ブロック建設

７月10日 令和６年度町道新切新田線修繕工事 37,000,000 円 有限会社吉田工務店

８月19日 世田米保育園
ペレットボイラー更新工事 19,700,000 円 株式会社村上冷凍空調設備

９月25日 町道高瀬橋補修工事 32,000,000 円 有限会社山崎工業

９月25日 令和６年度道路維持修繕工事 11,200,000 円 株式会社齊藤工業

９月25日 町営住宅外壁塗装工事 3,100,000 円 有限会社村健塗装

10月22日 柿内沢橋他１橋補修工事 27,400,000 円 有限会社山崎工業

10月22日 準用河川名代沢川改修工事 (その２) 32,000,000 円 有限会社吉田工務店

10月22日 準用河川名代沢川改修工事 (その３) 25,000,000 円 有限会社吉田工務店

10月22日 町営住宅現況復旧工事 6,350,000 円 株式会社住田ブロック建設

11月13日 準用河川名代沢川改修工事 (その１) 16,300,000 円 株式会社齊藤工業

１月14日 住田中学校エアコン設置工事 1,670,000 円 株式会社村上冷凍空調設備

　建設関連業務

５月14日 世田米浄化センター
改築実施設計業務委託 4,780,000 円 日本水工設計株式会社　

盛岡事務所

５月14日 令和６年度橋梁補修設計業務委託 3,600,000 円 株式会社吉田測量設計

６月19日 住田町簡易水道アセット
マネジメント業務委託 6,900,000 円 新日本設計株式会社　

東北支社盛岡事務所

★問い合わせ　企画財政課　財政係　☎ 46-2114

　「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に基づき、令和６年度の入札・契約の結果内
容を公表します。
　なお、入札結果は、町ホームページでも公開していますのでご確認ください。

公共工事などの入札結果をお知らせします
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お知らせ ※行事の予定については、 各世帯に配布した「 健康とくらしの予定表」 でご確認ください。

　大船渡保健所では、専門の医師によるこころの
健康相談を開催します。
■日　時　２月 18 日（火）　14 時～ 16 時
■会　場　陸前高田市役所
■その他
　相談は予約制で、費用は無料です。
★問い合わせ　
　大船渡保健所　保健課　 ☎27‐9922

国民年金などに関する相談（２月分）

　一関年金事務所では、下表のとおり相談会を開
催します。予約制のため、相談を希望する方は開
催日の前日までにお申込みください。

　

★問い合わせ
　一関年金事務所お客様相談室  ☎0191-23-4246

会場 開催日 開催時間
奥州市役所

(江刺総合支所 ) ６日（木） 10時～15時30分

陸前高田市役所 20日（木） 10時30分～
15時30分

大船渡市役所 27日（木） 10時30分～
15時30分

こころの健康相談（２月分）

各税納期限のお知らせ
２月28日納期限(口座振替２月25日)

　固定資産税（４期）
　国民健康保険税（８期）
　後期高齢者医療保険料（８期）
　介護保険料(８期)

２/26 ～ 28 日 ( ３日間 )
遠野ドライビングスクール

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

補補聴聴器器相相談談会会開開催催！！  
住住田田町町農農林林会会館館  

八八日日町町集集会会セセンンタターー  

1100：：0000かからら 1122：：0000  

1144：：0000かからら 1155：：0000  

22月月 1199日日（（水水））  

補補聴聴器器購購入入費費助助成成制制度度、、医医療療費費控控除除ののごご相相談談もも承承っってておおりりまますす！！  

㈱㈱愛愛ネネッットト補補聴聴器器  

愛愛ネネッットト補補聴聴器器はは耳耳鼻鼻咽咽喉喉科科とと連連携携ののううええ補補聴聴器器装装用用ををおおすすすすめめししてておおりりまますす  

 

〒〒002222--00000033  
大大船船渡渡市市盛盛町町字字木木町町 1133--55  

定定休休日日：：火火曜曜日日  

  00119922--4477--33331144  

営営業業時時間間：：1100：：0000～～1188：：0000  

自動車の検査、登録手続きは
お早めに

　例年３月は自動車の検査、登録手続きが集中し、
特に下旬は窓口や車検場が混雑します。手続きは
できるだけ早めに済ませましょう。
　また、車検は有効期限の 1カ月前から受けられ
ます。詳しくはホームページを確認してください。
■窓口受付時間
　平日８時 45 分～ 11 時 45 分 /13 時～ 16 時
★問い合わせ
　東北運輸局岩手運輸支局　☎ 050-5540-2010
　軽自動車検査協会岩手事務所　

　☎ 050-3816-1833

　大船渡地区環境衛生組合では、地域子供会や町
内会などの団体で、空き缶や古新聞・古雑誌など
の再生可能な資源ごみの回収を行い、大船渡・住
田地区資源回収組合へ売却した場合、売却した量
に応じて奨励金を交付しています。
　奨励金の申し込みには、実施団体登録が必要と
なりますので、希望される団体は登録届の提出を
お願いします。なお、奨励金の申込様式について
は、１月末に当組合より登録団体に郵送にてお届
けします。
　また、各種様式のダウンロード、制度の概要な
どは組合ホームページをご確認ください。
★問い合わせ　
　大船渡地区環境衛生組合　☎ 26-4739

集団資源回収奨励金の手続きについて

　「ねんきんネット」は、スマートフォンなどか
らご自身の年金情報を手軽に確認できるサービス
です。
■ねんきんネットでできる機能
・ ご自身の年金記録の確認
・ 将来の年金見込額の確認
・ 「ねんきん定期便」や各種通知書の確認
・ 国民年金保険料口座振替の申出　など
■マイナポータルとの連携で以下の機能が利用で
きます
・ 「ねんきん定期便」のペーパーレス化
・ オンラインでの確定申告に使える「公的年金等
　の源泉徴収票」、「社会保険料(国民年金保険料)
　控除証明書」の電子送付希望の登録　など
■用意するもの
・ マイナンバーカード
・ 数字４桁のパスワード (マイナンバーカード受
　け取り時に設定した利用者証明用電子証明書パ
　スワード )
★問い合わせ
　ねんきん定期便・ねんきんネット専用番号

☎ 0570-058-555

　多様な働き方がある中で、首都圏と住田町それ
ぞれでの仕事の内容や働き方、それらの違いを、
さまざまな大人の仕事を通じて学ぶ「キャリア
トーク」を開催します。当日はゲストの方を現地
にお招きし、皆さんの前でお話ししていただきま
す。
　進路で悩んでいる方や新たな働き方を見つけた
い方など興味のある方はぜひご参加ください。
■日　時　２月 17 日（月）　19 時～ 20 時 30 分
　　　　　※途中退出もできます
■会　場　イコウェルすみた
■参加費　無料
■定　員　現地 15 名、オンライン 20 名
■ゲスト　織田　泰正　氏 (映像クリエイター )
　　　　　駒林　拓　氏
　　　　　(株式会社遠野テレビ　
　　　　　  住田担当サブマネージャー )
■申　込　ＱＲコードから
　　　　　申し込みください
★問い合わせ　
　役場企画財政課　企画調査係　 ☎46-2114

「キャリアトーク」を開催します「ねんきんネット」ご利用の案内

■実施期間　５月 10 日（土）～11月１日（土）
■場　　所　岩手県立農業大学校 (胆沢郡金ケ崎町六原字蟹子沢 14)
■内　　容　講義 (座学と演習を通じて野菜栽培で農業を始める上で必要な基礎知識を学びます )
　　　　　　実習 (栽培管理作業を通じて栽培の基礎を学びます )
■対 象 者　就農を希望する方で令和７年４月１日時点 70 歳未満であり、実習作業を進めるにあたり支
　　　　　　障のない方
　　　　　　※募集定員を上回った場合は、受講動機・受講歴などで選考します
■募集期間　２月３日（月）～３月21日（金）
■費 用　15,000 円 ( 傷害保険、教材、実習経費 )
■申込方法　ＱＲコードから「受講申込書」をダウンロードし、下記に提出してください
★問い合わせ　岩手県立農業大学校　研修科　☎ 0197-43-2211

令和７年度新規就農者研修を実施します

■日時　①２月５日（水）、12日（水）
　　　　②２月26日（水）
■時間　10時～12時
■場所　①ハローワーク大船渡会議室
　　　　②住田町生活改善センター研修室
■対象者　
　15～49歳のこれから働きたい、もしくは就職活
　動中の人やそのご家族、関係者
★問い合わせ
　いちのせき若者サポートステーション
　おおふなとルーム　 ☎080-8219-4001

就職相談会のお知らせ
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お知らせ ※行事の予定については、 各世帯に配布した「 健康とくらしの予定表」 でご確認ください。

大船渡税務署からのお知らせ

　令和６年分の確定申告期限と納期限は
○申告所得税および復興特別所得税・贈与税　３月 17 日（月）
○消費税および地方消費税                  ３月 31 日（月）　となります。
　なお、納税には、便利で確実な振替納税をご利用ください。一度手続をしていただければ、継続して利
用できます。
　令和６年分確定申告分の振替日は
○申告所得税および復興特別所得税　４月 23 日（水）
○消費税および地方消費税          ４月 30 日（水）　となります。
　振替納税は、預貯金残高を確認しておくだけで金融機関の預貯金口座から自動的に納税ができる大変便
利な制度です。簡単な手続で利用できますので、税務署（管理運営担当）にご相談ください。
　なお、既に申告所得税と復興特別所得税、または、消費税と地方消費税について振替納税をご利用の方
は、確実に振替納付ができるよう、事前に預貯金残高をご確認ください。
★問い合わせ　大船渡税務署　☎ 26-3481

住所 氏名 年齢 世帯主
大 崎 菅　野　京　子 74 泰男

窪 田 山　口　新　八 76 本人

向 村 菅　野　ヨシ子 87 忠志

下 柏 里 遠　藤　ケイ子 98 富士雄

奥火の土 千　葉　カツ子 82 千代志

二 反 田 髙　橋　良　一 74 真吾

二度成木 髙　橋　喜　悦 94 光男

西 野 齊　藤　ジュン 54 信男

八 日 町 熊　谷　　　弘 84 文行

上 寒 倉 今　野　　　弘 91 克江

お悔やみ申し上げます

お祝いお悔やみ
12 月届出分（敬称略）

住田町公式Youtube チャンネル
の登録をお願いします

　町ケーブルテレビ「住田テレビ」
の番組の一部を町公式 YouTube チャ
ンネルで配信しています。ぜひご覧
ください！
★問い合わせ　企画財政課　企画調査係　☎ 46-2114

交通安全情報 12月末日現在
（　）内は年累計

人 身 事 故
物 損 事 故
飲酒運転検挙者

１件（９件）
17 件（114 件）
０人（１人）

飲酒運転４(し )ない運動
１　運転するなら酒を飲まない。
２　運転する人に酒を提供しない。
３　酒を飲んだ人に車を提供しない。
４　酒を飲んだ人の車に同乗しない。

冬道の安全運転運動
１　一割スピードダウンしよう。
２　二倍の車間距離を取ろう。
３　三分早めに出発しよう。

日 医療機関名 地区 電話番号
２日（日） きかわだ歯科クリニック 小友 57-1188
９日（日） 渡辺歯科クリニック 猪川 26-5100
11日（火） 平成歯科医院 高田 55-2800
16日（日） ちば歯科医院 猪川 27-8727
23日（日） くまかみ歯科クリニック 赤崎 21-1888
24日（月） 峰岸歯科医院 大船渡 27-5535

気仙歯科医師会 診療時間…9：00 ～ 12：00

日 医療機関名 地区 電話番号
２日（日） 石倉クリニック 大船渡 21-2525
９日（日） 済生会陸前高田診療所 高田 22-7515
11日（火） ちば内科診療所 猪川 22-8990
16日（日） 国保越喜来診療所 三陸 44-2103
23日（日） 国保吉浜診療所 三陸 45-2007
24日（月） 地ノ森クリニック 大船渡 27-1721

気仙医師会 診療時間…9：00 ～ 17：00

２

住所 氏名
向 川 口 　 吉　田　陸　暉　♥　　麻奈伽

ご結婚おめでとう

ご誕生おめでとう

　農林業センサスは、日本の農林業について農林作物の生産状況や、就業者の人数や年齢構造などの実態を
明らかにすることを目的として、５年ごとに実施する農林業の統計調査です。
■調査期日　２月１日時点
■調査期間　２月28日（金）まで
■調査方法
　調査期間中、調査員が対象となる世帯や事業所を訪問し、調査票を配布・回収します。なお、オンラインに
よる回答も可能です。
■主な調査対象
・ 経営している耕地の面積が30a(３反)以上
・ 農作業や選果選別などの受託を農業サービス事業を営んでいる
・ 過去１年間の農作物販売金額が50万円以上に相当する規模の事業を行っている　など
■主な調査項目
・ 農林業労働力の状況
・ 経営耕地面積、農作物の作付面積、保有山林面積、家畜の飼養状況
・ 農作物、林産物の販売金額　など
■その他
・ 法律で回答の義務が定められていますので、調査対象となる方は必ず回答をお願いします。
・ 調査の回答はインターネットによる便利なオンライン回答を推奨しています。スマートフォンやタブ
　レット端末にも対応しており、24時間回答可能です。ぜひご利用ください。
・ 統計調査を装った不審な訪問者や不審な電話・電子メールなどにご注意ください。
★問い合わせ　役場企画財政課　企画調査係　☎46-2114

2025年農林業センサスにご協力ください

住所 氏名 親の名前
川 向　 遠 藤 逸

い っ さ
惺 くん 新悟＝紗奈江

日 向 佐々木　快
か い り

理 くん 一＝美雪

住田町世田米字川向12-1 ☎46-2363 FAX49-1015
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おいしく＆ヘルシー　減塩レシピ
◇高血圧や糖尿病などの生活習慣病を予防するおすすめ料
理を紹介します！！

★問い合わせ　
　保健福祉課　☎ 46-3862

三
陸
産
生
わ
か
め
と

カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
の

柚
子
ポ
ン
和
え

今
が
旬
！

　

今
が
旬
の
生
わ
か
め
は
食

物
繊
維
や
カ
リ
ウ
ム
が
た
く

さ
ん
入
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
乳
製
品
や
お
酢
、

柑
橘
類
な
ど
の
酸
味
を
上
手

に
活
用
す
る
と
減
塩
に
な
り

ま
す
！

【作り方】
①生わかめは熱湯でサッと　　
　茹で、冷水に取って食べ
　やすく２～３ｃｍ長さに
　切る。
②人参は３～４ｃｍのせん
　切りにして、熱湯で茹で
　る。
③牛乳を鍋に入れて 90℃
　に温め、酢を加えてカッ
　テージチーズを作る。
④ボールに①～③、Ａを加
　えて和える。

《材料》４人分
 生わかめ　 80　　g   
 人　　参　 20　　g
 牛　　乳　 400   ㏄
　  酢　　　大さじ２　　　　　　
  ポン酢　　小さじ２
 白すりごま　 小さじ４
ゆず（しぼり汁＆皮）

　　お好みで

１人分栄養量　89kcal　
　　　　塩分　0.3 g▲「広報すみた」を

他言語で読めます。
▲住田町ＨＰ

Ａ

り
、
昨
年
末
か
ら
今
年

の
目
標
を
考
え
て
い
た

と
こ
ろ
、
元
日
早
々
に

体
調
を
崩
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

今
年
の
目
標
は
「
今
年

残
り
の
１
年
を
健
康
に

過
ご
す
」に
し
ま
し
た
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。《
遠
山
》

「
１
年
の
計

は
元
旦
に
あ

り
」
と
い
う

言
葉
の
と
お

4,681 人

2,067 世帯

2,316 人（-３）

2,365 人（-３）

（-６）

（-４）

町民の動き 12 月末日現在※（　）内は前月比

人　口

世帯数

男

女

パ
パ
、
マ
マ
か
ら

『
全
て
の
方
に
日
々
感
謝
。

す
く
す
く
育
っ
て
ね
。』

◇このコーナーでは、町内のかわいい
 １歳児を紹介します

304

 吉 田 歩
ほ の か

禾 ち ゃ ん ( 女 )

（清訓さん・和佳さん：新切）

　

１
月
２
日
に
本
町
が
２
年
間
の
「
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
」
を
達
成
し
た
こ
と
を
受

け
、
岩
手
県
警
察
本
部(

増
田
武
志
本
部

長)

か
ら
本
町
に
賞
賛
状
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　

１
月
６
日
に
役
場
応
接
室
で
行
わ
れ
た

伝
達
式
に
は
、
高
橋
紀
彦
大
船
渡
警
察
署

長
ら
警
察
関
係
者
の
ほ
か
、
神
田
町
長
や

佐
々
木
慶
逸
町
交
通
指
導
隊
長
ら
が
出

席
。

　

賞
賛
状
を
受
け
取
っ
た
神
田
町
長
は

「
こ
れ
か
ら
も
日
々
の
交
通
指
導
、
街
頭

活
動
を
通
し
て
地
域
住
民
の
安
全
を
守
っ

て
い
く
」
と
話
し
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
へ
の

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

交通死亡事故ゼロ
２年間を達成しました


